　　　　　　　　　　　　　　　　
社会福祉法人丹波市社会福祉協議会
ボランティア助成金交付要綱
（趣　旨）
第１条　この要綱は、ボランティアグループ（以下「グループ」）等の健全な発展及び育成を図るため、グループ等が行う福祉的要素を持ったボランティア活動に対し、丹波市社会福祉協議会（以下「社協」という。）が助成金を交付することについて必要な事項を定めるものとする。
 （対　象）
第２条　助成金の交付の対象となるグループ等は、次のとおりとする。
(１)　丹波市ボランティア協会
(２)　丹波市ボランティア協会支部（以下「支部」）
(３)　支部に所属するボランティアグループ
(４)　支部に所属しないボランティアグループ
（交付額）
第３条　助成金の交付額は、毎年度予算の範囲内において社協会長が定める額とする。
（交付申請）
第４条　第２条第１項第１号および第２号に規定されたグループ等が助成金の交付を申請しようとするときは、当該年度の５月末日までにボランティア助成金交付申請書（様式第１号－１）を社協会長に提出しなければならない。
２　前項の申請書には、添付書類として総会の議案書等を添付して提出しなければならない。

３　第２条第１項第３号および第４号に規定されたグループが助成金の交付申請をしようとするときは、当該年度の５月末日までにボランティア助成金交付申請書（様式第１号－２）を社協会長に提出しなければならない。
（交付決定）
第５条　社協会長は、ボランティア助成金交付申請書を受理し、その内容を審査の上、適正であると認めたときは、助成金の交付を決定し、ボランティア助成金交付決定通知書（様式第２号）により通知するものとする。
ただし、第２条第１項第３号に規定されたグループについては、支部を通じて行うものとする。
（交付請求）
第６条　助成金の交付請求をしようとするときは、ボランティア助成金交付請求書（様式第３号）を社協会長に提出しなければならない。

ただし、第２条第１項第３号に規定されたグループについては、支部を通じて行うものとする。

（交付時期）
第７条　社協会長は、前条の請求書を受け付けたときは遅滞なく、グループ等指定の口座に入金するものとする。
（関係書類等の提出）

第８条　社協会長が必要と認めるときは、グループ等は速やかに関係書類等を社協会長に提出しなければならない。
（助成金の取消および返還）
第９条　社協会長は、グループ等が次の各号のいずれかに該当すると認めた場合は、助成金の交付決定を取り消し、既に助成金を交付している場合は、期限を定めて助成金の全部又は一部の返還を命ずることができる。
　（１）助成金を目的以外に使用した場合
　（２）偽りその他不正な手段により助成金の交付を受けた場合
　（３）その他この要領の規定に違反した場合

（その他）
第10条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項はその都度会長が決定する。
附　　則
この要綱は、平成26年４月１日から施行する。
　
